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代記集成』(Киевская летописный свод)（1118 ～ 1200年），『ガーリチ・ヴォルィニ年代記』
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2）原文では，Повесть временных лет черноризца Федосьева монастыря Печерского, откуду есть 
пошла Русская земля и кто в не почал первее княжити и откуду Русская земля стала есть ただし
写本によって異同がある。　
3）ロシア，ウクライナなどでは標題の冒頭の句をとって Повесть верменных лет と呼ばれている。これ
をそのまま日本語に訳せば『過ぎし歳月の物語』となるが，日本の歴史学ではこれを指す通用名として『原
初年代記』が用いられている。この訳語は英語圏で用いられていた "Primary Chronicle" の名称に発す
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のと，シャフマトフは解釈している。[Шахматов 2003: С. 552]。
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ではないかと推定している [Шахматов 2003: С. 551-554]。このことは，1111年のポロヴェツ討
伐遠征の記事の最後が，「永遠に今も代々に神の栄光あれ，アーメン」(на славу Богу, всегда и 




刊本が公刊されている。まず，1843年に「ロシア年代全集」の第2巻として出版され [ПСРЛ Т.2, 
1843]，1871年にはその補訂として新たにテキストが起こされている [Летопись 1871]。そして，
1908年に，A・シャフマトフによって，「ロシア年代記全集」第2巻の第2版というかたちで，






7）『イパーチイ年代記』の刊本については，インターネット・サイト "Полное собрание русских 
летописей" に書誌と簡単な解説があり，テキストをダウンロードすることもできる（http://psrl.csu.ru/
toms/Tom_02.shtml）。なお，年代記研究のサイトは，近年飛躍的に充実しており，ІЗБОРНИК のサイト
では，1908 年版の刊本を復刻したテキストを見ることができる（ЛІТОПИС РУСЬКИЙ за Іпатіївським 































（弘文堂書房，1943 年：第 3 版，1946 年）がそれで，1936 年に ACADEMIA 出版から刊行された V・
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代記』(Летописец Еллинского и Римского) の冒頭に掲げられている句であり，追加記事編者もそこ
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の柱＝天使」の出現の奇蹟について語っていることを指している。なお，6618 年 2 月 11 日は三月に年
が改まる方式で西暦換算すると，1111 年 2 月 11 日に相当する。　
－ 244 －
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拶を交わした 8）。










とほぼ完全にダブっており，諸公会議の場所が「ドロブスク (Долобск)」であることも同じである [ ロ
シア原初年代記：299-300 頁 ]。このダブりがみられる，〈ウラジーミル・モノマフのポロヴェツ討伐の




　　もしそうであるなら，これ以降の記事にある 1111 年 2 月～ 3 月のポロヴェツ討伐遠征の前に諸公会
議が行われたかどうかが問題になる。シャフマトフの説に拠れば，『原初年代記』第 2 版の編者（シル
ヴェストル）がまず，ネストル（第 1 版の編者）が書いた 1103 年の記事を，モノマフが主導権をとっ
た 1111 年の諸公会議の再現として書き替え，さらに追加記事編者（第 3 版の編者）がシルヴェストル
の記事を下敷きに，1111 年の諸公会議の記事を書いたとしている。リハチョフはこの説をいたずらに
複雑すぎるとして退けているが，追加記事編者が 1103 年の諸公会議の記事を再使用したことから見て，
1111 年にも会議が行われた可能性は否定できないと述べている [Лихачев 1950: С. 473-475]。
9）以下，1111 年 2 月～ 3 月のルーシ諸公のドン川へのポロヴェツ討伐の遠征と，サリニツァの戦いにつ
いての記事が続く。これについては，『ラヴレンチイ年代記』の 6620 年（超 3 月式暦法のため）の項に，
はるかに簡略な並行記事がある。ただし，遠征に参加した諸公については並行記事のほうが詳しく，「ウ




[F1] も参加していたとあるにもかかわらず，本追加記事には，この 2 人の公についての言及がないこと
である。　
10）1111 年（3 月式暦法では 6618 年になるが）の大斎の第 2 日曜日は 2 月 26 日に相当する。　
11）ウラジーミル・モノマフの一行は 2 月 26 日に所領のペレヤスラヴリを出陣して，6 日かけてホロル
(Хорол) 川河畔まで到達している。1 日あたり約 22km 行程の行軍である。ここで寒気が緩み，橇が使
えない状態になったのだろう，これ以降は徒歩による行軍になる。　
12）1111 年 3 月 5 日に相当する。　
－ 244 －
富山大学人文学部紀要
5 － 245 －
『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (1) ―『原初年代記』への追加記事（1110 ～ 1117 年）
した。そして，大斎第6日曜日 13） にそこから沢山の川を渡り，その週の火曜日 14） にドン (Дон)






13）3 本の写本とも「大斎第 6 日曜日」(в 6 неделю поста) となっているが，この暦は以下に続く行
程の記述と整合しない。おそらくここは「第 4 日曜日」の間違いではないだろうか。この不整合に
ついて，A. チェルノフは写字生の羊皮紙の取り違えから生じた前後関係の混乱が原因としているが
[Комментарии 2012: С. 374-377]，数字の誤記（スラブ語式の数字表記は 1 文字のみ）と考えたほう
がはるかに簡単に解釈ができる。「ヴォスクレセンスカヤ年代記」(Воскресенская летопись) の該当部
分は 6 が 5 になっているが [Лихачев 1950: С. 475]，このような数字の誤写が写本成立の早い段階で起
こったのではないか。かりに 6 を 4 に訂正した場合，この日は 3 月 12 日に相当する。　
14）上注の訂正を加えた場合，1111 年 3 月 14 日に相当する。　
15）この「ドン川」は立地からみて，現在の河川名では北ドネツ川 (Северный Донец) のことを指している。
16）  「シャルカニ」(Шарукань) はポロヴェツの首長（ハン）の名からとった城砦名と考えられ，首長の
交代によって変更される可能性があった。『ラヴレンチイ年代記』6620 年の並行記事にある「オセネフ」
(Осенев) の城砦の名も，同じ城砦がこのような事情（Асан (=Осень) という首長名が年代記に見える）
で改名されたことによるのではないか。この城砦は，大ざっぱには北ドネツ川流域にあったが，具体的
な所在地については諸説あり特定されていない。[Лихачев 1950: С. 475]　
17）司祭たちを先頭に立てての「尊き十字架に捧げるトロパリとコンダク，および，聖母のカノンを朗唱
する」この行動は，1111 年 3 月 18 日の土曜日に行われたと推定される。　
　　この日は大斎の第 5 週目の土曜日にあたり，正教では「聖母称賛」(Похвала Пресвятой 








18）上記の訂正後は，1111 年 3 月 19 日に相当する，上注の「聖母称賛」の祭日の翌日になる。これ
を 3 月 26 日の受難週間第 1 日曜日（いわゆる柳の日曜日 (Вербное воскресенье)）とするのは
[Комментарии 2012: С. 377] 解釈が複雑すぎるだろう。　
－ 246 －
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20）訂正後は，1111 年 3 月 22 日に相当する。　
21）「スグロフ」(Сугров) の城砦は，『原初年代記』に記されている 1107 年のルビンの戦いで諸公が捕虜
にとったポロヴェツの首長スグル (Сугров) の本拠地と考えられる。所在地についてはやはり諸説あり，
定まっていない。[Лихачев 1950: С. 475]
22）この年， 1111 年 3 月 25 日（土曜日）は定期祭日である「受胎告知祭」であると同時に，移動祭日で
ある「ラザロの土曜日」（大斎第 6 週の土曜日）が一致している。　
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25）このサリニツァ (Сальница) 川での合戦がルーシ側に決定的な勝利をもたらしたことから，この 1111
年 2 月～ 3 月のルーシ諸公のポロヴェツ討伐の遠征と戦いを，通常は「サリニツァの戦い」「サリニツ
ァの遠征」と呼んでいる。
26）ミハイルと悪魔の戦いについては，ルーシで翻訳されていた外典文書「モーセの臨終」(Кончина 
Моисеев) に触れられており，この作品が出典である可能性が高い [Творогов 1997: С. 522]。　
－ 248 －
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ス年代誌」(Хроника Анматол) から引用したもの [Творогов 1997: С. 522]。　
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41）フセヴォロド・ヤロスラヴィチ [D] の寡婦とは，1067 ｰ 1069 年の間に結婚した二番目の妻で，ロス
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ては，帰服していない部族のひとつだった。『原初年代記』によれば，983 年にウラジーミル聖公 [06] が，
1038 年にはヤロスラフ賢公 [13] がこの地に遠征をおこなっている。
46）モノマフ [D1] がキエフ大公位に就く直前，まだスヴャトポルク [B3] が存命中に結ばれたこの結婚は，







47）エフィーミア (Офимья, Еуфимья) はハンガリー王カールマン 2 世（在位 1095 ｰ 1116 年）に嫁いだが，
まもなく不倫を疑われ，ルーシに帰国させられている。かの女がルーシで産んだ息子ボリスは，のちに
ハンガリー王位を争ったという。エフィーミア自身は 1139 年にキエフで没している。[Творогов 1997: 
С. 523]。　
48）クロフのヴラケルナ聖母教会 (церьквь святыя Богородица Влахерне на Клове) は，ペチェルスキ
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女の父が創建し，かの女はこの教会で，娘のままで受戒剃髪したのだった 49）。
　この年の末に，ペチェルスキイ修道院の典院のフェオクチストが，チェルニゴフの主教に叙

















49）ヤンカの父フセヴォロド・ヤロスラヴィチ大公 [D] が 1086 年（異説によれば 1070 年以前）に創建し
た使徒アンデレに奉献された修道院。フセヴォロド公の洗礼名は〈アンドレイ〉と推定され [Литвина, 
Успенский 2006: С. 124-125, 507-508]，使徒アンデレはかれの守護聖人であった。
　　このフセヴォロドの娘ヤンカ (Янка)（これは通称で，修道名はイオアンナ (Иоанна)[Литвина, 
Успенский 2006: С. 124]。家庭内での呼称が年代記でも使われたか？）については，『原初年代記』
イパーチイ系統写本のみ，6594(1086) 年の項にフセヴォロド大公によるアンデレ修道院創建の記事が
あり，「ヤンカという名の彼の娘が乙女のままそこで剃髪した」という，この記事とまったく同じ文言
が見える。このことから，『原初年代記』6594(1086) 年のアンデレ修道院に関する記事は，第 3 版編集
者（追加記事編者）による加筆である可能性が強い。かれは，モノマフ一族に伝えられていたフセヴォ
ロドおよびヤンカ関係の資料をここで用いたのだろう。　
50）新年が三月から始まる創世紀元のため，これは 1113 年 1 月 12 日に相当する。　
51）キエフ地方で 1113 年 3 月 19 日午前 7 時半ころにに観察された日食のこと [ スズダリ年代記訳注 [ I ]：
13 頁注 10]。『ラヴレンチイ年代記』の 6622 年の記事でも同様の並行記事がある。「月は 29 である (а 
луны въ 29)」は年代記で時々用いられる月齢による暦の記述でだが，29 の意味は不明 [Данилевский 
1983: С. 66]。写本によっては，ビザンティン式数字で 9 となっているものもある。　
－ 252 －
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ルとの意味的・象徴的な関連を指摘している [Литвина, Успенский 2006: С.604-605]。　






スラフ [B] の地 (очьчина) としてスヴャトポルク [B3] に与えられることが決まり，同時に「おのおの
が自分の父の地を保持する」(каждо держить очьчину свою) 原則が承認された。これと比べると，「父
（…）の公座に来られよ」(поиди <...> на столъ отень…) の言葉は，この原則の見直しであり，キエフ
がモノマフ一族の代々の所領地であるべきことを「使者」の口から語らせたことになる。　
57）このモノマフの〈躊躇〉の理由として，ソロヴィヨフは，1093 年の父フセヴォロド [D] の死後，長幼
序上位のスヴャトポルク [B3] にキエフ大公位を譲ったと同様に，この時点でやはり長幼序が上にある
チェルニゴフ公ダヴィド [C3] とノヴゴロド・セヴェルスキイ公オレーグ [C4]（モノマフの父フセヴォ
ロド [D] は二人の父スヴャトスラフ [C] の弟にあたる）に「敬意を表して」，同様の行為をとったとし
ている [Соловьев Кн. 1: С389-390]。　
－ 254 －
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　ウラジーミル・モノマフ [D1]は日曜日 61） に公座に就いた。〔府主教〕ニキフォルと主教たち，
すべてのキエフ市民が大いなる敬意をもってかれを迎えた。かれは父および祖父たちの公座に
就くと，すべての人々は喜び，騒乱はしずまった。

















61）『ラヴレンチイ年代記』6622 年の並行記事には「同じ月の 20 日ウラジーミルがキエフに入った。日
曜日のことだった」とあり，1113 年 4 月 20 日の日曜日であることがわかる。つまり，ウラジーミルは
スヴャトスラフ死去の週の内に，すみやかにペレヤスラヴリからキエフに向かったことになる。　
62）ヴィル (Выр) 川は，セイム (Сейма) 川の支流。モノマフの『教訓』(Поучение) にチェルニゴフ公領
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　この年，ウラジーミル [D1]はヴォロダーリ [A12]の娘を，自らの息子ロマン [D14]の嫁にとっ














を拡大する意図があったのだろう。[Грушевський 1991: С. 125]　
66）1113 年 9 月 11 日に相当する。
67）このノヴゴロドの聖ニコライ教会は，ノヴゴロドに現存する「ニコライ・ドゥヴォリシェンスキイ首
座教会」(Николо-Дворищенский собор) のこと。　
68）ヤロポルク [D15] のペレヤスラヴリ公就位は，ひとつおいた次の記事にある 6622(1114) 年 3 月 16 日




69）『ラヴレンチイ年代記』の 6622 年には「同じ年ダニールが主教に叙任された。1 月 6 日の神現祭のこ
とだった」と短い並行記事がある。この『ラヴレンチイ年代記』の記事は超三月暦で記されていること
から [ スーズダリ年代記訳注 [ I ]：14 頁 ]，1114 年 1 月 6 日の出来事であり，『イパーチイ年代記』の
この場所に記されていることと辻褄が合う。この『イパーチイ年代記』の内容のほうが詳しいのは，追
加記事編者の加筆が加わってるからだろう。
　　ユーリエフはキエフ南方約 80km のロシ川河畔の城市で，1032 年にヤロスラフ賢公の手で創建され，
1072 年には既に主教が置かれていた。キエフ北方 10km のベルゴロドもやはり古くから主教がおり，
ともにキエフの付属都市の役割を果たしていた。モノマフによるこの新主教選出は，キエフ大公として
の聖界における基盤固めの意味があっただろう。
70）『ラヴレンチイ年代記』の 6622(1114) 年にある並行記事は，死去の日付を 3 月 17 日としており，一
日ずれている。　
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　この年，ムスチスラフ [D11]は，ノヴゴロドで，従来よりも大規模な城壁を定礎した。





















73）ムスチスラフ公 [D11] によるノヴゴロドの城壁（原文では новъгородъ）拡張とラドガの石壁建設に
ついては，『ノヴゴロド第一年代記』の 1116 年の項に並行記事がある。これはノヴゴロド関連の記事で
あることから，1116 年の可能性が高い。　
74）ガラス玉 (глазкы стекляныи) は，装飾品として用いられた穴の開いたガラス玉（ビーズ）で日本
の「とんぼ玉」にあたる。ルーシではヴァリャーグ商人の時代からの交易品のひとつで，ノヴゴロド一
帯の考古学遺物として発見され，また今でもヴォルホフ川の河底を浚うと見つかることがあるという




ロフ帝 (Пров) は，ローマ皇帝，マルクス・アウレリウス・プロブス帝（在位 276 年 - 282 年），アヴレ
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Малалы) スラブ語訳の第１書 23 章，第 2 書 1 章，第 4 書 4 章の記述を抜粋して編集したもの。「フェ
オスト」(Феост) はギリシア神話の鍛冶神ヘパイストス，〈太陽〉はヘリオス神にそれぞれ対応してい
る。スラブ語訳では，ほぼ同様の神話的役割をもつスラブの神格，スヴァログ神 (Сварог) とダジボグ




9 － 259 －
『イパーチイ年代記』翻訳と注釈 (1) ―『原初年代記』への追加記事（1110 ～ 1117 年）























　それから，ウラジーミル [D1]，ダヴィド [C3]，オレーグ [C4]の言い争いがはじまった。ウ
ラジーミル [D1]は聖棺を教会の真ん中に安置して，その上を覆う聖龕を建てることを望んだ。
ダヴィド [C3]とオレーグ [C4]は，中央の円蓋の下の右手の聖人たちのために用意された「わ
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が父が指示した」場所に置くことを主張した。府主教と主教たちは言った。「どこが二人の殉
教者にふさわしいか籤を投げなさい。そこに安置しましょう」。みなは同意した。ウラジーミ
ル [D1]は自分の籤を置き，ダヴィド [C3]とオレーグ [C4]も自分の籤を聖なる宝座に置いた。




















83）ユリウス暦 1115 年 7 月 23 日の日食のこと。これは，オレーグ・スヴャトスラヴィチ [C4] の死の 9
日前に起こっており，凶兆として解釈されたと思われる。なお，『ノヴゴロド第一年代記』の並行記事
でも「ムスチスラフ [D11] およびその従士団の馬がすべて死んだ」として凶兆であることが記されてい
る [Новгородская первая летопись: С. 20]。　
84）オレーグ公 [C4] の死の日は，『ノヴゴロド第一年代記』諸版では『イパーチイ年代記』と同じ 8 月 1
日だが，ラヴレンチイ系列の写本では，ラヴレンチイ写本が 8 月 8 日，ラジヴィール写本とモスクワ神
学大学写本が 8 月 18 日となっており異同がある。どちらが正しいか決定的には定めがたいが，チェル
ニゴフ系の史料であること，『イパーチイ年代記』では埋葬が翌日であるなどより詳しく書いてあるこ
となどを勘案すると，1115 年 8 月 1 日に死去したとするのが妥当と思われる。
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　この年，〔ウラジーミル [D1]〕はドニエプル川に橋を架けた 85）。
6624〔1116〕年





チ [C3]，オレーグ [C4]の息子たちを率いて，スモレンスク 88） に向けて行軍した。ヴャチェス
ラフ [D16]はオルシャ (Ръша)とコプィス (Копыс)を占領し 89），ダヴィド [C3]はヤロポルク [D15]
とともにドリュテスク (Дрьютеск)90） に強攻を仕掛けて占領した。ウラジーミル [D1]自身はミ




(Случеск) だった。これはスルチ (Случь) 河岸に位置する城市で，ミンスクの南 120km ほど，現在の
ベラルーシの都市スルツク (Слуцк) のこと。当時は，近隣のトゥーロフ同様に，キエフ大公ウラジーミ
ル・モノマフの所領として，代官が派遣されていたと考えられる。
87）11 世紀末～ 12 世紀初頭にはウラジーミル・モノマフ [D1] 一族とフセスラフ呪術公 [0811:L] 一族の















記事では，モノマフ公は「ミンスクにとどまった」(сам стояше у Меньска)，すなわち城市包囲を行
ったと簡単に記されている。当時，グレーブ公 [L5] はミンスクに自らの公座を持っており，そこで籠
城したのである。[Творогов 1997: С. 524]　
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議を申し入れた。ウラジーミル [D1]は，大斎の期間 92） に血が流されることを惜しんで，グレー
ブ [L5]と和を結んだ。グレーブ [L5]は子供たち，従士たちとともに城市から出てくると，ウ
ラジーミル [D1]に対して拝礼した。和議が始まった。グレーブ [L5]はすべてについてウラジー
ミル [D1]に聴き従うことを約束した。ウラジーミル [D1]は，グレーブ [L5]と和を結ぶと，す
べてについてかれに教えをなし 93），かれにミンスクを与え，自らはキエフに帰還した。
　ヤロポルク [D15]は，自らが捕虜に獲ったドリュテスクの住民のために，ジェルディ
(Желъди)の城砦 94） を伐採して建てた 95）。
　この年，ムスチスラフ・ウラジーミロヴィチ [D11]は，ノヴゴロド人とプスコフ人を引き連
れてチュヂ人討伐の行軍を行い，熊の頭 (Медвежа Глава)96） と称する城砦を占領した。また，
多数の郷村を掠奪し，多数の捕虜を獲て帰国した 97）。
　この年，ウラジーミル [D1]の婿であるレオン皇子 98） が，アレクシオス帝 99） に逆らって兵を
挙げた。ドナウ川沿岸のいくつかの城市が降伏した。しかし，デレストル (Дерьстр)100） の城内で，
92）1116 年の大斎 (великий пост) は 2 月 14 日～ 3 月 26 日の期間である。三月式の暦で 6624 年である
ことからみて，この時は 3 月に当たると見てよいだろう。　
93）「すべてについて教えをなす」(наказати кого о всем) の表現は，1117 年のヤロスラフ懲罰のための
城市ヴラジミル包囲戦の記事にも出現する。秩序維持のための服従の儀礼の遵守を「教えた」と考えら
れる。
94）「ジェルディ」(Желъди) はスーラ (Сула) 川下流域にある現在のジェルニ (Желни) のこと。





96）「熊の頭」(Медвежа Глава) はフィン系の地名「オデンペ」(Odenpäh) をスラブ語に翻訳したもので，
現在のエストニアのタルトゥーの南南西約 40km にあるオテパー (Otepää) のこと。　
97）『ノヴゴロド第一年代記』1116 年の項に並行記事があり，オデンペ攻略の日を「40 聖人の日に」と日
付が付されている。これは「セヴァステ湖の 40 殉教聖人」の祭日のことで，3 月 9 日に相当する。
98）この「レオン皇子」(Леонъ царевичь) は『ラヴレンチイ年代記』の並行記事では「ディオゲネスの
子レオン」(Диогеневичь) となっており，そこからビザンチン皇帝ロマノス４世ディオゲネス（在位
1068 年 -1071 年）の子で共同統治帝だったレオン・ディオゲネスを僭称した人物がモノマフ一族の庇
護下にあり，モノマフの娘と結婚し（そのため「婿」と呼ばれている），1116 年に起死回生の遠征を試
みたが失敗して暗殺されたと考えられている [Kazhdan: 420]。　
99）アレクシオス 1 世。ビザンティン帝国コムネノス朝の初代皇帝（在位 1081 年—1118 年）。　
100）「デレストル」(Дерьстр) はドロストル (Доростол)，ラテン語名 Durostorum)。現在はブルガリアの
ドナウ川右岸の港町シリストラ。帝国の属州軍管区（テマ）の拠点地で堅固な城砦を要していた。969
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皇帝が送った2人のサラセン人の刺客によって謀殺された。8月15日のことだった。
　この年，ウラジーミル [D1]大公はイワン・ヴォイチシチ 101） (Иван Воитишич)を派遣して，
ドナウ川沿岸の〔諸城市に〕代官を置いた 102）。
　この年，ウラジーミル [D1]は息子のヤロポルク [D15]を，ダヴィド [C3]は息子のフセヴォロ
ド [C32]を，ともにドン川 103） (Дон)へと遣った。ふたりは3つの城市，スグロフ (Сугров)，シャ
ルカニ (Шарукан)，バリン (Балин)104） を占領した。その時，ヤロポルク [D15]はヤース人 105） の
公族の娘を捕虜にして，この非常に美貌の乙女を連れ帰って妻とした 106）。
　この年，スヴャトスラフ [C]の娘の修道女プレドスラヴナ 107） (Предъславна)が逝去した。
　この年，ヴャチェスラフ 108） [D16]がフォマ・ラチボーリチ 109） (Фома Ратиборич)とともにド
101）キエフでモノマフ一族に仕えた上級従士（貴族）で，年代記にはこのドナウ沿岸遠征が初出だが，
1127 年にはムスチスラフ公 [D11] 軍の司令官としてポロツクに遠征を行っている。1139 年には，キエ
フ大公に就いたばかりのフセヴォロド・オリゴヴィチ公 [C41] の使節としてノヴゴロドに行き紛争処理
に当たっている。さらに，1146 年にフセヴォロドの死後の弟イーゴリ [C42] がキエフ大公位を継承す

















107）プレドスラヴナ (Предъславна) はプレドスラヴア (Предслава) の写本段階での誤記。タティーシチ
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　この年，イーゴリ [F]の孫ムスチスラフ [F21]が逝去した 113）。
　この年，ウラジーミル [D1]は，自分の娘アガフィアをフセヴォロドコ 114） [F11]に嫁がせた。
　6625〔1117〕年。
　ウラジーミル [D1]はムスチスラフ [D11]をノヴゴロドから呼び寄せ 115），ベルゴロドを与え










めたとしている [Гумилев, 1989: С.320]。　
112）ポロツク公で 1068 ～ 69 年にはキエフ大公に就いたフセスラフ・ブリャチェスラヴィチ [081：L]
の子。諸注ではムーロムで死去したとあるが典拠は不明（例えば [Войтович 2006: С. 285]）。また，
16 世紀の『ニコン年代記』では，1114 年にリャザンで死んだとされており異同がある。　
113）ムスチスラフ・フセヴォロドヴィチ [F21]。追加記事編者はイーゴリ・ヤロスラヴィチ [F] 一族につ
いて関心を持っており，1112 年にはその息子ダヴィド [F1] の死について記している。　
114）このフセヴォロドコはグロドノ公でダイヴィド・イーゴレヴィチ [F1] の息子とする説が有力
[Назаренко 2009: С. 124, 127]。1127 年，1132 年にモノマフの長男ヤロスラフ [D11] の遠征に参加し
ており，モノマフ一族の影響下にあった。モノマフの娘アガフィアとの結婚も，キエフ大公であるモノ
マフの支配権拡大政策の一環だろう。
115）ムスチスラフ [D11] の公座遷移については，『ノヴゴロド第一年代記』の 1117 年の項に「ムスチス
ラフはノヴゴロドからキエフへ公座に就くために行った。3 月 17 日だった」[Новгородская первая 





チスラフに譲ることができるようとの，モノマフの配慮からきたものと考えられる [Кривошеев 1993: 
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　この年，ウラジーミル [D1]はヤロスラフ [B32]を討伐するために 118），ダヴィド [C3]，オレー
118）この 1117 年のヤロスラフ [B32] を攻めた城市ヴラジミル包囲については，『ラヴレンチイ年代記』
では 6626(1118) 年の項に「ウラジーミル [D1] はヴラジミルにいたスヴャトポルクの子ヤロスラヴェツ
〔ヤロスラフの蔑称〕[B32] を攻めたが，これと和を結んだ。そしてウラジーミル [D1] はかれに大いに
腹を立てたまま立ち去った」と短く記されており，『イパーチイ年代記』の記事のほうがはるかに詳しい。
また，ウラジーミル・モノマフの『教訓』には「私たちはヤロスラヴェツを攻めにヴラジミルへ行った。
かれの悪行 (злобы) に我慢できなかったからである」[ ロシア原初年代記：270 頁 ] という文言が見える。
遠征の年代は決定的に定めることは難しいが，1118 年とするのが通説である。
　　1054 年，ヤロスラフ賢公の遺言によって，城市ヴラジミルはその末子にあたるイーゴリ [F] に分領さ
れた。イーゴリの死後（1060 年），キエフ大公イジャスラフ [B] の戦死を受けて 1078 年に大公位に就
いたフセヴォロド [D] は，同年，前大公の子ヤロポルク [B2] をヴラジミル（およびトゥーロフ）の公
座につかせている。このように，城市ヴラジミルの公座にある公は，はっきりと長幼序 (старшинство)






公座は再度，ダヴィドの手に渡された。1093 年にフセヴォロドが死んで，スヴャトポルク [B3] がキエ
フ大公位に就いてしばらく後の 1099 年から，城市ヴラジミルの公座は，ダヴィドとキエフ大公の息子
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グ [C4]の息子たち 119），ヴォロダーリ [A12]，ヴァシリコ [A13]を引き連れて，ヴラジミルの城市
へ行軍した。かれらはヴラジミルを取り囲み，60日のあいだ包囲を続けた。そして，ヤロス








　この年，ウラジーミル [D1]は，トゥゴルカン (Тугъртъкан)の孫娘を，〔息子の〕アンドレイ [D18]
の嫁にとった 122）。
119）この個所は，イパーチイ，フレブニコフ両写本とも "Давыдъ Ольговичь" と読めるが，この時代
にこの名の公は存在しない。そこで，"Ольговичь" を "и Ольговичи" の誤写と判断して，"Давыдъ 
и Ольговичи" （ダヴィド〔・スヴャトスラヴィチ〕公 [C3] とオレーグ公 [C4] の息子たち）と読むの
が現代語訳の通説になっている [БЛДР Т.1: С. 315]。その場合，オレーグの息子たち（フセヴォロド





ェジャ (Белая Вежа)（ハザール語で「白い家」を意味するサルケル (Саркел)）の住民のこと。『原初年
代記』の 965 年記事にあるスヴャトスラフ・イーゴレヴィチ [03] の占領以降は，この地はルーシの影
響下に置かれ，ハザール系，スラブ系の住民が住んでいたと考えられる。カラムジンはこのベロヴェジ
人を「ハザール人」(Козары) と解釈しているおり，モノマフによってオステル川上流域に同名の集落
を築いて定住したとする [Карамзин Т. II-III: С. С. 93]。前年，1116 年のトルク人，ペチェネグ人がモ
ノマフへの帰順した事実とのかかわりで見ると，やはりポロヴェツの圧力に耐えられなくなり，城砦を
放棄してルーシの地（キエフ，チェルニゴフ，ペレヤスラヴリ一帯）に移住した住民（大半はスラブ人）






トポルクの反撃にあい，7 月 19 日にトゥルベジ川の合戦で息子とともに戦死した。かれの一族はその
後もルーシを脅かし，モノマフは若い（15 歳）アンドレイに「孫娘」を娶らせることによって，ペレ
ヤスラヴリ地方の南境界地帯の安定化を図ったと考えられる [Плетнева 1990: С. 64]。これは，『原初
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　この年，大地が揺れた。9月26日だった。
　この年，ウラジーミル [D1]はグレーブ [L5]をミンスク〔の公座〕から追い払った 123）。
　リタ (Льта)川河岸 124） に，殉教者〔ボリスとグレーブ〕に献じた教会が定礎された。
　ウラジーミル [D1]は，息子のロマン [D14]をヴラジミルに，公として統治するために派遣し
た 125）。




斥され，1119 年にはキエフに連行され，同年，そこで没している。  








126）アレクシオス・コムネノス 1 世。ビザンティン帝国コムネノス朝の初代皇帝。1118 年 8 月 15 日に
コンスタンティノポリスで没している。 
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